
民
間
か
ら
の
提
言

②
都
市
・
地
域
的
視
点
か
ら
み
た
低
炭
素
対
策

１
一
は
じ
め
に

　
横
浜
市
は
、
平
成
2
0
年
１
月
に

「
横
浜
市
脱
温
暖
化
行
動
方
針
（
Ｃ

Ｏ
－
D
O
3
0
）
」
を
策
定
し
、
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
の
中
期
及
び
長
期

目
標
を
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の

た
め
の
行
動
方
針
を
示
し
た
。
ま

た
、
平
成
2
0
年
７
月
に
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
取
組
の
高
い
意
欲
と

提
案
が
評
価
さ
れ
、
国
か
ら
「
環
境

モ
デ
ル
都
市
」
に
認
定
さ
れ
た
。
私

は
、
平
成
2
0
年
８
月
よ
り
「
横
浜
市

脱
温
暖
化
行
動
方
針
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
／
環
境
モ
デ
ル
都
市
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
策
定
の
為
の
市
役
所

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
お
手
伝
い
し
て
き
た

が
、
1
2
月
に
中
間
取
り
ま
と
め
さ

れ
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
／
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
関
し
て
、
私
の
専
門

領
域
で
あ
る
都
市
環
境
の
視
点
か

ら
感
想
、
意
見
を
自
由
に
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
私
の
専
攻
は
元
来
建
築
学
で
あ

る
。
建
築
学
分
野
で
は
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
省
Ｃ
０
２
対
策
は
次
の
手

順
で
行
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

ま
ず
、
最
初
に
「
建
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

負
荷
の
削
減
」
で
あ
る
。
建
物
の
断

熱
性
能
を
高
め
空
調
負
荷
を
低
減

さ
せ
る
、
建
物
使
用
の
在
り
方
を

見
直
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
負
荷
を
減
ら

す
こ
と
で
あ
る
。
２
番
目
に
は
「
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
パ
ッ
シ
ブ
な
利

用
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
自
然
換
気
、

自
然
採
光
な
ど
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
負
荷
を
削
減
す
る
こ
と
で
あ

る
。
３
番
目
に
、
「
高
効
率
機
器
の

導
入
・
運
用
」
で
あ
る
。
低
減
さ
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
負
荷
に
対
し
て
、

高
効
率
な
機
器
、
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
き
め
細
か
な
運
転
管
理
に

よ
り
高
効
率
な
運
転
を
行
い
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
減
ら
す
。
最

後
に
、
「
地
域
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
」
で
あ
る
。
地
域
的
に
異
な
る

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
把

握
し
、
費
用
な
ど
の
条
件
と
合
わ

せ
て
活
用
可
能
で
あ
れ
ば
導
入
を

図
り
、
化
石
燃
料
消
費
量
、
燃
料
消

費
由
来
の
Ｃ
０
２
排
出
量
を
削
減

す
る
。

　
重
要
な
の
は
、
「
負
荷
を
減
ら
す

こ
と
」
と
「
消
費
量
を
減
ら
す
こ
と
」

は
意
味
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
、
前
述
の
「
対
策
の
順
序
」

を
大
事
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
減
ら
す
た
め
に
高
効
率
機
器
を

導
入
し
た
と
し
て
も
、
負
荷
を
減

ら
す
こ
と
を
怠
っ
た
結
果
、
消
費

量
が
減
ら
な
い
と
い
う
事
態
も
起

こ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
最
近
の

冷
蔵
庫
は
1
0
年
前
の
冷
蔵
庫
に
比

べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
２
倍
以

上
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

大
容
量
の
も
の
に
買
い
替
え
た
り
、

従
来
の
も
の
を
残
し
て
高
効
率
の

も
の
と
併
用
し
て
い
る
家
庭
も
多

い
と
い
う
。
こ
れ
で
は
逆
に
于
不

ル
ギ
ー
消
費
量
は
増
え
て
し
ま
う
。

　
以
降
、
こ
の
建
築
に
お
け
る
省

于
不
・
省
Ｃ
０
２
対
策
の
手
順
を

ベ
ー
ス
に
、
都
市
に
お
け
る
省
工

ネ
・
省
Ｃ
０
２
対
策
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

２

都
市
環
境
の
視
点
か
ら
見
た

低
炭
素
都
市
実
現
へ
の
手
順

　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
１
）

①
負
荷
を
減
ら
す
（
コ
ン
パ
ク
ト
シ

　
テ
ィ
、
適
正
な
土
地
利
用
）

　
ド
イ
ツ
ー
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
（
注
Ｉ
）
、

ブ
ラ
ジ
ル
ー
ク
リ
チ
バ
（
注
２
）

で
見
ら
れ
る
よ
う
な
公
共
交
通
指

向
型
の
都
市
づ
く
り
を
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
交
通
于
不
ル
ギ
ー

の
削
減
を
目
指
す
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　
「
横
浜
市
民
生
活
白
書
2
0
0

6
」
（
注
３
）
で
は
、
駅
と
そ
の
徒

歩
圏
の
土
地
利
用
や
社
会
資
源
の図１　建築および都市の省エネ・省ＣＯ２対策の手順

執
筆横

浜
国
立
大
学

環
境
情
報
研
究
院
准
教
授

（
注
１
）

　
1
9
7
0
年
代
の
酸
性
雨
問
題
、
原
子

力
発
電
所
建
設
に
反
対
す
る
運
動
な
ど
を

契
機
に
、
車
依
存
型
社
会
か
ら
脱
却
し
電

車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
や
自
転
車
の
利
用
環
境
を
整

備
し
、
ま
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
・
利

用
を
推
進
す
る
都
市
社
会
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
る
。

（
注
２
）

　
バ
ス
を
主
と
し
た
統
合
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
）
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
効
率
的
な

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
、
ユ
ネ
ス
コ
が
都
市

に
求
め
る
基
準
値
の
３
倍
の
面
積
を
有
す

る
緑
地
政
策
な
ど
に
よ
り
、
「
人
間
の
た
め

の
都
市
計
画
（
都
市
政
策
）
」
が
行
わ
れ
て

い
る
。

（
注
３
）

　
横
浜
市
都
市
経
営
局
政
策
課
「
横
浜
市

民
生
活
白
書
2
0
0
6
　
非
「
成
長
・
拡
大
」

の
時
代
へ
の
選
択
と
集
中
」
横
浜
市
、

（
株
）
神
奈
川
新
聞
社
、
2
0
0
6
．
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集
積
度
を
「
駅
力
」
と
し
て
相
対
的

に
評
価
し
、
記
述
し
て
い
る
が
、
こ

の
「
駅
力
」
を
活
か
し
、
駅
を
中
心

と
し
た
都
市
の
集
約
化
に
よ
り
歩

い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
公

共
交
通
指
向
型
の
都
市
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

そ
の
他
、
適
正
な
土
地
利
用
へ
の

誘
導
が
必
要
で
あ
る
。

　
図
２
は
横
浜
市
施
設
に
設
置
さ

れ
た
百
葉
箱
に
よ
り
得
ら
れ
た
典

型
的
な
夏
日
の
気
温
を
も
と
に
、

一
日
の
気
温
変
化
の
特
徴
に
よ
り

５
つ
に
類
型
化
し
た
結
果
を
示
し

て
い
る
。
気
温
に
影
響
を
与
え
る

要
因
を
分
析
し
た
結
果
、
昼
間
は

南
海
岸
か
ら
の
距
離
（
相
模
湾
か
ら

の
風
の
影
響
）
、
夜
間
は
周
辺
の
緑

地
割
合
が
気
温
に
大
き
く
影
響
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
３
）
。

既
往
研
究
に
よ
る
と
、
夏
季
の
気

温
１
・
０
℃
の
上
昇
に
よ
り
、
横
浜

市
に
お
い
て
は
家
庭
部
門
の
冷
房

の
電
力
消
費
で
９
・
７
Ｔ
Ｊ
／
日

（
注
４
）
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
業

務
部
門
で
は
３
・
６
Ｔ
Ｊ
／
日
の
上

昇
を
も
た
ら
す
（
注
５
）
。
図
２
に

お
い
て
一
日
を
通
し
て
気
温
が
比

図２　横浜市の夏季晴天日の気温特性の類型

較
的
低
い
地
域
は
周
辺
に
大
規
模

な
緑
地
が
あ
る
地
域
で
あ
る
。
即

ち
、
夏
季
の
気
温
上
昇
を
抑
制
す

る
緑
地
を
都
市
内
に
保
全
、
創
出

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
駅
を
中
心
と
し
た
都
市

の
集
約
化
に
よ
り
歩
い
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
す
れ
ば
、

集
約
さ
れ
た
エ
リ
ア
に
様
々
な
用

途
の
施
設
が
立
地
す
る
こ
と
に
な

り
、
利
便
性
の
高
い
、
移
動
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
要
さ
な
い
暮
ら
し
が
実
現

す
る
だ
け
で
な
い
。
集
約
化
す
る

こ
と
に
よ
り
単
位
延
床
面
積
当
た図３　夏季の気温に影響を与える要因分析

り
の
空
調
負
荷
の
削
減
が
期
待
で

き
、
地
域
冷
暖
房
の
よ
う
な
省
エ

ネ
・
省
Ｃ
０
２
を
実
現
す
る
面
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的
な

導
入
が
期
待
で
き
る
。

②
自
然
資
源
を
活
か
す
（
ク
リ
マ
ア

　
ト
ラ
ス
）

　
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
は
、
都

市
内
に
新
鮮
な
空
気
を
導
入
す
る

と
い
う
目
的
で
、
ク
リ
マ
ア
ト
ラ

ス
（
都
市
気
候
解
析
図
）
が
作
成
さ

れ
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
建
物
の
配
置

計
画
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
都
市
よ
り
も
よ
り
ミ
ク
ロ
な
地

域
と
い
う
視
点
で
、
地
域
の
自
然

資
源
を
活
か
す
こ
と
が
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
例

え
ば
、
緑
地
か
ら
の
冷
気
の
に
じ

み
だ
し
、
風
の
道
の
活
用
で
あ
る
。

　
既
往
研
究
に
よ
る
と
大
規
模
緑

地
公
園
か
ら
は
夜
間
の
無
風
時
に

約
１
０
０
ｍ
に
も
わ
た
っ
て
冷
気

の
に
じ
み
だ
し
が
実
証
さ
れ
て
い

る
（
注
６
）
。
横
浜
市
に
お
い
て
は

緑
の
７
大
拠
点
と
呼
ば
れ
る
大
規

模
な
緑
地
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
丘
陵
地
が
多
い
と
い
う

特
徴
か
ら
特
に
北
向
の
斜
面
緑
地

が
残
さ
れ
て
い
る
。
図
４
に
横
浜

市
保
土
ヶ
谷
区
仏
向
町
に
お
い
て

夜
間
の
斜
面
緑
地
か
ら
の
冷
気
の

に
じ
み
だ
し
が
明
ら
か
に
な
っ
た

数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を

示
す
。
現
状
で
は
斜
面
緑
地
か
ら

印
ｍ
程
度
ま
で
冷
気
の
に
じ
み
だ

（
注
３
）

　
横
浜
市
都
市
経
営
局
政
策
課
「
横
浜
市

民
生
活
白
書
2
0
0
6
　
非
「
成
長
・
拡
大
」

の
時
代
へ
の
選
択
と
集
中
」
横
浜
市
、

（
株
）
神
奈
川
新
聞
社
、
2
0
0
6
．

（
注
４
）

　
１
Ｔ
Ｊ
（
テ
ラ
ジ
ュ
ー
ル
）
＝

1
0
J
（
ジ
ュ
ー
ル
）
、

　
１
c
a
l
（
カ
ロ
リ
ー
）
≒
４
・
２
Ｊ
（
ジ
ュ
ー
ル
）

（
注
５
）

　
環
境
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
「
平
成
1
7
年

度
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
に
よ
る
環
境

影
響
に
関
す
る
調
査
検
討
業
務
報
告
書
」

環
境
省
、
平
成
1
8
年
．

（
注
６
）

　
成
田
健
一
「
緑
が
都
市
気
候
に
及
ぼ
す

効
果
に
つ
い
て
都
市
緑
化
技
術
」
�
5
3
、
２

夜間無風時の冷気流(既存建物あり)

図４　保土ヶ谷区仏向町の斜面緑地からの冷気

　　　流（夜間無風時）

41■特集・脱温暖化への道

夜間無風時の冷気流(既存建物なしの場合)
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．



し
の
影
響
が
み
ら
れ
る
が
、
市
街

地
の
建
物
を
除
去
し
て
数
値
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
１
５

０
ｍ
付
近
ま
で
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
緑
地

の
冷
気
流
の
に
じ
み
だ
し
を
活
か

す
街
区
形
体
に
誘
導
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
横
浜

市
の
場
合
、
夏
季
の
駿
河
湾
方
面

か
ら
の
大
き
な
南
西
卓
越
風
、
東

京
湾
か
ら
の
小
さ
な
海
風
を
利
用

す
る
た
め
の
、
街
区
形
体
、
風
の
道

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　
横
浜
市
は
、
平
成
2
0
年
度
よ
り

ク
リ
マ
ア
ト
ラ
ス
の
作
成
に
着
手

し
た
。
今
後
の
展
開
に
期
待
し
た
い
。

　
次
に
、
地
域
の
建
物
や
道
路
を
、

地
域
内
の
あ
る
い
は
近
隣
で
産
出

さ
れ
る
材
料
を
用
い
て
作
る
こ
と

を
挙
げ
る
。
地
産
木
材
の
活
用
や
、

構
造
物
の
更
新
の
際
に
発
生
す
る

建
設
廃
棄
物
よ
り
得
ら
れ
た
再
生

材
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
天
然
資

源
の
消
費
を
削
減
し
、
省
エ
ネ
省

Ｃ
０
２
が
期
待
さ
れ
る
。

③
集
約
エ
リ
ア
に
お
け
る
面
的
工

　
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
負
荷
が
集
積
し
た

地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
冷
暖
房

に
よ
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
導
入
が
可
能
で
あ
る
。

地
域
冷
暖
房
は
、
平
成
2
0
年
９
月

現
在
、
日
本
全
国
１
４
７
地
点
で

導
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
約
半
数

に
当
た
る
6
5
地
点
が
東
京
都
に
導

入
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
横
浜

市
に
は
４
地
点
で
導
入
さ
れ
て
い

る
。
東
京
都
区
部
は
全
地
域
面
積

の
約
2
9
％
が
熱
負
荷
密
度
４
．
２

Ｔ
Ｊ
／
㌶
年
以
上
の
高
集
積
地
域

で
あ
り
面
的
に
分
布
し
て
い
る
（
図

５
）
。
一
方
、
横
浜
市
は
全
地
域
面

積
の
約
５
％
が
熱
負
荷
密
度
４
．

２
Ｔ
Ｊ
／
㌶
年
以
上
の
高
集
積
地

域
で
あ
り
横
浜
駅
周
辺
な
ど
の
一

部
の
地
域
の
み
面
的
に
広
が
り
、

そ
れ
以
外
は
点
在
し
て
い
る
（
図

６
）
。
横
浜
市
の
都
市
づ
く
り
①
に

お
い
て
駅
を
中
心
に
集
約
化
が
図

ら
れ
れ
ば
、
今
後
さ
ら
に
地
域
冷

暖
房
の
導
入
が
期
待
で
き
る
だ
ろ

う
。
既
往
研
究
に
よ
れ
ば
、
地
域

冷
暖
房
の
導
入
に
よ
り
、
導
入
し

図５　東京都区部における高熱需要密度町丁目の分布

な
い
場
合
に
比
べ
て
、
冷
暖
房
給

湯
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
関
し
て
約

1
3
.
2
％
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

が
期
待
さ
れ
る
（
注
７
）
。
駅
を
中

心
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
よ
り

集
積
し
た
エ
リ
ア
の
床
面
積
比
率

が
増
加
す
れ
ば
、
地
域
冷
暖
房
導

入
に
よ
り
そ
の
集
積
し
た
熱
負
荷

に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
1
3

2
％
の
削
減
が
見
込
め
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
効
果
は
非
常
に
大
き

く
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
た
だ
し
、
地
域
冷
暖
房
は
近
年

導
入
件
数
が
停
滞
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
地
域
冷
暖
房
の
導
入
の
契

機
と
な
る
大
規
模
な
再
開
発
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ

で
あ
る
。
既
往
研
究
に
よ
れ
ば
、

地
域
冷
暖
房
の
導
入
が
期
待
さ
れ

る
地
域
の
う
ち
7
2
.
5
％
が
既
成

市
街
地
で
あ
る
（
注
８
）
。
既
成
市

街
地
は
、
既
存
の
建
物
が
あ
り
、
建

物
独
自
で
既
存
の
設
備
が
導
入
さ

れ
運
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
既
成

市
街
地
の
既
存
の
建
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
い
か
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。

　
横
浜
市
は
、
公
共
建
築
物
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
（
注
９
）
第
１
号
事
業
と

し
て
、
新
横
浜
に
あ
る
３
施
設
の

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
行
っ
た
（
図
７
）
。

こ
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
で
は
、
既
存

于
不
ル
ギ
ー
設
備
の
更
新
に
合
わ

せ
て
３
つ
の
建
物
を
繋
ぎ
、
熱
需

要
に
合
わ
せ
て
高
効
率
機
器
を
優

先
的
に
利
用
し
熱
を
融
通
し
合
う

HI 6　横浜市における高熱需要密度町丁目の分布

　
（
注
７
）

　
　
佐
土
原
聡
「
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
と
Ｃ
０
２
削
減
イ
ン

　
パ
ク
ト
」
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗

　
概
集
・
2
0
0
3
年
。

（
注
８
）

　
　
佐
土
原
聡
ほ
か
「
日
本
全
国
の
地
域
冷
暖

　
房
導
入
可
能
性
と
地
球
環
境
保
全
効
果
に

　
関
す
る
研
究
」
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文

　
集
・
1
9
9
8
年
。

　
（
注
９
）

　
　
Ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
と
は
E
n
e
r
g
y
S
e
r
v
i
c
e

　
C
o
m
p
a
n
y
の
略
称
で
あ
り
、
既
存
施
設
の

　
省
エ
ネ
に
関
す
る
、
計
画
・
工
事
・
管
理
・

　
資
金
調
達
等
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
し
、
従
前
の
環
境
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な

　
く
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
行
い
、
そ
の
結
果
得

　
ら
れ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
保
証
す
る

　
事
業
で
あ
る
。
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こ
と
で
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
０
２
を
実
現

し
て
い
る
（
図
８
）
。
新
横
浜
の
事

例
に
お
い
て
は
３
施
設
と
も
に
横

浜
市
関
連
の
建
物
で
あ
っ
た
と
い

う
良
い
条
件
も
あ
る
が
、
実
際
の

既
成
市
街
地
の
中
で
は
隣
り
合
う

建
物
が
異
な
る
所
有
者
と
い
う
こ

と
が
多
い
。
所
有
者
の
異
な
る
建

物
同
志
を
つ
な
い
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
融
通
し
合
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
に
は
、
乗
り
越
え
る
べ
き
障

壁
は
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
中

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
組

み
込
ん
で
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が

課
題
で
あ
る
。

④
未
利
用
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
の
活
用

　
横
浜
市
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ご

み
焼
却
工
場
、
火
力
発
電
所
、
海
水

で
あ
る
。
ご
み
焼
却
工
場
は
既
に

発
電
利
用
、
余
熱
利
用
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
排
熱
の
利
用
効
率
は

低
い
。
火
力
発
電
所
は
、
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
（
注
1
0
）
に
よ
る

日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
効
率
発

電
（
発
電
効
率
4
9
％
）
が
行
わ
れ
て

い
る
。
北
欧
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
ド

サ
イ
ク
ル
の
高
効
率
発
電
所
に
お

い
て
も
熱
電
併
給
が
行
わ
れ
て
お

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
合
利
用
効

率
は
8
0
％
以
上
と
極
め
て
高
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
役
割
、
個
別

の
効
率
性
な
ど
か
ら
み
れ
ば
、
現

状
の
運
用
が
最
適
な
運
用
か
も
し

れ
な
い
が
、
都
市
全
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
有
効
利
用
の
視
点
か
ら
見
れ

ば
、
排
熱
を
減
ら
し
熱
利
用
を
行

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
横
浜
駅
周
辺
地
区
、
み
な

と
み
ら
い
2
1
地
区
、
関
内
・
山
下
町

地
区
な
ど
は
、
海
に
近
い
高
密
度

な
市
街
地
で
あ
る
。
海
水
の
温
度

差
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
于
不
ル
ギ
ー
消
費
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
建
物
か

ら
の
冷
房
排
熱
を
海
へ
廃
棄
す
る

こ
と
で
大
気
へ
の
顕
熱
排
熱
（
注

1
1
）
を
な
く
し
、
温
熱
環
境
の
改
善

に
つ
な
が
る
。
概
ね
5
0
年
後
の
将

来
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
く
横
浜
イ

ン
ナ
ー
ハ
ー
バ
ー
整
備
構
想
の
中

で
、
こ
れ
ら
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
す
る
こ
と
で
大
幅
な
Ｃ
Ｏ

２
削
減
、
大
気
へ
の
顕
熱
排
熱
量

の
大
幅
削
減
を
目
標
と
し
た
計
画

が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
再
生
可
能
子
不
ル
ギ
ー

と
し
て
は
、
太
陽
光
、
太
陽
熱
の
利

用
が
考
え
ら
れ
る
。
年
間
を
通
し

て
給
湯
需
要
が
あ
る
建
物
用
途
に

関
し
て
は
太
陽
熱
の
利
用
に
よ
り
、

省
エ
ネ
、
省
Ｃ
０
２
が
図
ら
れ
る
。

一
方
で
、
太
陽
光
発
電
に
関
し
て

は
、
水
再
生
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
の

大
規
模
施
設
の
上
部
空
間
、
お
よ

び
臨
海
部
に
立
地
す
る
工
場
、
物

流
・
倉
庫
な
ど
の
屋
根
な
ど
を
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

３
－
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て

　
今
回
策
定
さ
れ
る
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
／
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
基

本
的
に
「
市
役
所
部
門
」
「
交
通
部

門
」
「
家
庭
部
門
」
・
・
・
等
の
よ
う

に
部
門
ご
と
に
対
策
メ
ニ
ュ
ー
、

検
討
メ
ニ
ュ
ー
が
整
理
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
個
別
の
対
策
が
多

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
ど
の
よ

う
な
関
係
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
、

環
境
モ
デ
ル
「
都
市
」
実
現
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る

の
か
わ
か
り
づ
ら
い
。
本
稿
で
述

べ
た
よ
う
な
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省

Ｃ
０
２
対
策
の
手
順
に
沿
っ
て
、

対
策
メ
ニ
ュ
ー
を
整
理
し
、
系
統

立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
省
子
７
　

省
Ｃ
０
２
へ
向
け
た
都
市
政
策
と

し
て
の
対
策
の
見
落
と
し
が
浮
か

び
上
か
っ
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
対

策
の
位
置
づ
け
が
明
ら
か
に
な
る

も
の
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
横
浜
市
は
「
市
民
力
」
に

よ
り
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
の

活
動
を
行
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
、

今
回
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
前
述
の

通
り
整
理
、
位
置
づ
け
を
行
い
、
市

民
に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
形
に

ま
と
め
な
お
す
こ
と
を
提
案
し
た

い
。
市
民
に
対
し
て
も
理
解
し
や

す
い
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
提
示
が
「
市

民
力
」
に
つ
な
が
り
環
境
モ
デ
ル
都

市
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

図７　新横浜３施設ＥＳＣＯ事業
新横浜３施設ESCOにおける建物間エネルギー融通
(熱融通のイメージ)

図８

（
注
1
0
）

　
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
と
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
発
電
方
式
。
高
効

率
で
機
動
性
や
運
用
熱
効
率
の
点
で
優
れ

て
い
る
。

（
注
1
1
）

　
排
熱
は
大
き
く
顕
熱
排
熱
と
潜
熱
排
熱

に
分
け
ら
れ
る
。
顕
熱
排
熱
は
排
熱
さ
れ

る
環
境
の
温
度
を
上
昇
さ
せ
る
形
で
排
出

さ
れ
る
熱
で
あ
り
、
一
方
潜
熱
排
熱
は
水

蒸
気
と
し
て
（
水
が
気
化
す
る
際
の
潜
熱
と

し
て
）
排
出
さ
れ
る
熱
で
あ
る
。
大
気
中
に

排
出
さ
れ
る
場
合
、
前
者
は
大
気
温
度
の

上
昇
を
も
た
ら
し
、
後
者
は
絶
対
湿
度
の

上
昇
を
も
た
ら
し
冷
房
需
要
量
を
増
加
さ

せ
る
。
し
か
し
都
市
に
お
い
て
は
、
緑
地

や
水
面
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大

気
中
の
潜
熱
負
荷
量
は
減
少
し
て
お
り
、
ｙ

顕
熱
排
熱
が
大
気
温
度
を
上
昇
さ
せ
る
こ

と
が
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
に
直
接
的

に
よ
り
影
響
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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